
イ
ン

ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
に
お
け
る
教
皇
権

一
教
皇
権
の
頂
点
か
P
一

尾

；

秀

夫
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は
　
じ
　
め
　
に

　
｝
三
世
紀
は
教
皇
権
の
最
盛
期
と
い
わ
れ
る
。
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三

世
（
以
下
、
三
世
と
略
）
か
ら
ボ
ニ
フ
”
ノ
テ
ィ
ウ
ス
八
世
に
至
る
こ
の
世
紀

に
、
教
皇
は
政
治
的
問
題
に
も
し
ば
し
ば
介
入
し
、
そ
の
影
響
力
を
行
使
し

た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
教
会
・
国
家
関
係
が
議
論
さ
れ
、
教
皇
の
世
俗
的

領
域
へ
の
介
入
権
を
正
当
化
す
る
理
論
が
発
展
し
た
。

　
J
・
A
・
ワ
ッ
ト
や
B
・
テ
ィ
ア
ニ
の
研
究
以
来
、
中
世
教
会
の
政
治
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

論
を
一
元
論
あ
る
い
は
二
元
論
の
二
分
法
で
捉
え
る
態
度
は
否
定
さ
れ
た
。

そ
こ
に
は
聖
俗
両
権
の
並
立
と
霊
的
権
力
の
優
越
が
必
ず
、
と
も
に
見
い
だ

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
も
前
稿
で
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ

ウ
ス
四
世
（
教
会
法
学
者
シ
ニ
パ
ル
ド
・
フ
ィ
エ
ス
キ
、
以
下
、
四
点
と
略
）

の
政
治
理
論
を
検
討
し
、
彼
が
聖
俗
両
権
並
立
と
教
皇
権
の
優
越
の
主
張
を
、

特
定
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
教
皇
の
介
入
権
と
い
う
形
で
両
立
さ
せ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
は
教
会
法
の
伝
統
に
た
つ
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
も
多
く
の
研
究
者
は
、
四
世
に
よ
っ
て
教
皇
権
優
位
の
主

張
は
頂
点
に
達
し
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
A
・
パ
ラ
ヴ
ィ
チ

ー
二
・
バ
リ
ア
ー
二
は
、
一
九
九
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
キ
リ
ス
ト
教
史
』

第
五
巻
で
、
蓋
世
に
お
い
て
「
教
皇
権
の
優
位
性
は
、
過
虫
に
お
い
て
よ
り

も
い
っ
そ
う
断
固
た
る
も
の
で
、
霊
的
権
力
の
介
入
権
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ

た
」
と
し
、
ま
た
一
九
九
四
年
の
『
教
皇
歴
史
事
典
』
で
も
、
「
シ
ニ
バ
ル

ド
・
フ
ィ
エ
ス
キ
は
そ
の
教
会
法
学
と
政
治
行
動
に
よ
っ
て
、
神
器
政
治
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

念
を
｝
種
の
頂
点
ま
で
押
し
上
げ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
一
九
九
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
A
・
メ
ッ
ロ
ー
二
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

研
究
書
に
よ
っ
て
確
立
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
四
世
に
つ
い
て

の
久
々
の
伝
記
的
著
作
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
教
皇
庁
を
取
り
巻
く
政
治
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状
況
の
中
に
四
世
を
位
置
づ
け
、
望
事
の
理
論
だ
け
で
な
く
、
そ
の
政
治
行

動
と
理
論
の
関
係
を
解
開
し
ょ
う
と
し
た
、
野
心
的
著
作
で
あ
る
。
そ
の
内

容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
こ
で
は
教
皇
権
と
世
俗
権
に
か
ん
す
る
理
論
と

そ
の
政
治
行
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。
メ
ッ
ロ

ー
二
に
よ
る
と
、
四
世
は
伝
統
的
な
教
皇
権
と
帝
権
の
共
存
と
い
う
二
元
論

的
観
念
を
捨
て
、
皇
帝
を
必
要
と
し
な
い
、
教
皇
を
中
心
軸
と
す
る
キ
リ
ス

ト
教
世
界
観
を
主
張
し
た
。
そ
の
よ
う
な
新
し
い
観
念
は
、
現
実
の
政
治
行

動
、
す
な
わ
ち
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
廃
位
と
彼
と
の
闘
争
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
。
隔
世
の
思
想
は
初
期
の
穏
健
な
も
の
か
ら
、
後
期
の
強
権
的
な

も
の
へ
と
変
化
・
発
展
す
る
と
さ
れ
、
メ
ッ
ロ
ー
二
が
四
世
の
著
作
で
あ
る

『
教
皇
令
集
五
巻
註
解
』
に
認
め
ら
れ
る
と
す
る
矛
盾
は
、
そ
の
よ
う
な
思

想
的
発
展
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
。

　
メ
ッ
ロ
ー
二
の
著
作
に
序
言
を
寄
せ
た
テ
ィ
ア
ニ
は
、
こ
の
作
品
が
四
世

に
つ
い
て
の
標
準
的
記
述
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
著
作

で
の
四
三
の
生
涯
と
理
論
に
つ
い
て
の
叙
述
は
詳
細
か
つ
的
確
で
あ
り
、
と

り
わ
け
理
論
に
つ
い
て
は
教
皇
権
と
世
俗
権
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
の
児
解
を
体
系
的
に
論
じ
、
明
ら
か
に
し
た
研
究
と
し
て

評
価
で
き
る
。
だ
が
、
解
毒
の
教
皇
を
中
心
軸
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観

の
位
裏
付
け
に
つ
い
て
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
四
世
の
キ
リ
ス
ト

教
世
界
観
は
、
以
前
の
理
論
か
ら
隔
絶
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

よ
う
な
観
念
は
、
彼
が
皇
帝
を
廃
位
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
以
前
の
理
論
で
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
の
危

機
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
四
聖
は
以
前
の
理
論
、

と
り
わ
け
三
世
の
教
皇
令
の
主
張
を
ど
の
よ
う
に
修
正
・
発
展
さ
せ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
世
の
教
皇
令
の
主
張
と
四
世

の
註
釈
の
そ
れ
を
比
較
検
討
す
る
の
が
有
効
な
方
法
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
研
究
は
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら
ず
、
メ
ッ
ロ
ー
二
に
お
い
て
も
十
分
な
根

拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
メ
ヅ
ロ
ー
二
は
四
丁
の
理
論
が
変
化
・
発
展

し
た
と
い
う
が
、
四
世
の
初
期
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
ま
ず
第
一
章
で
教
皇
権
と
世
俗
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
以

前
の
理
論
と
四
世
の
そ
れ
と
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
問

題
に
つ
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
三
世
の
三
つ
の
教
皇
令
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム

＜
o
⇒
曾
帥
σ
自
Φ
日
」
、
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
℃
2
〈
¢
昌
Φ
幾
び
自
Φ
ヨ
」
、
「
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ウ
ィ
ト
・
イ
ッ
レ
署
◎
〈
津
農
①
」
に
つ
け
た
四
世
の
註
釈
を
検
討
す
る
。
こ

れ
ら
の
註
釈
が
い
つ
書
か
れ
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の

検
討
に
よ
っ
て
教
皇
の
世
俗
的
領
域
へ
の
介
入
権
に
つ
い
て
、
三
世
の
教
皇

令
と
四
世
の
理
論
の
基
本
的
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に

第
二
章
で
は
メ
ッ
ロ
ー
二
が
四
世
の
新
見
解
を
示
す
も
の
と
し
て
挙
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
エ
ゲ
ル
・
ク
イ
・
レ
ニ
ア
」
、
「
リ
ケ
ト
江
。
♀
」
の
註
釈
、
廃
位
宣
言
の

註
釈
を
考
察
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
四
世
が
そ
の
理
論
を
発
展
さ
せ
て
、
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教
皇
権
を
頂
点
に
至
ら
し
め
た
の
か
、
あ
る
い
は
彼
の
理
論
は
そ
れ
以
前
の

理
論
を
継
承
し
つ
つ
、
教
会
法
学
的
に
明
確
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を

検
討
し
た
い
。
四
世
の
主
張
を
以
前
の
理
論
を
発
展
さ
せ
た
も
の
と
見
る
か

ど
う
か
は
、
一
三
世
紀
の
教
皇
の
政
治
理
論
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に

か
か
わ
る
閥
題
な
の
で
あ
る
。

　
①
匂
・
ン
■
≦
舞
ρ
、
．
ゴ
δ
目
さ
。
蔓
o
h
勺
ぞ
巴
冨
。
蕃
『
9
団
ぎ
昏
。
↓
三
簿
。
魯
け
げ

　
　
O
自
ε
藁
．
（
日
月
げ
8
3
．
）
、
、
ご
爲
靴
ミ
。
b
。
O
（
お
忠
）
も
や
一
圃
㌣
。
。
一
こ
し
ご
．
良
。
ヨ
。
ざ

　
　
、
、
コ
ロ
①
O
o
馨
h
N
二
一
隠
。
頃
勺
p
℃
甲
一
勺
〇
一
一
凱
。
巴
目
μ
8
藁
ぢ
仲
ず
。
円
繧
詳
①
魯
昏

　
　
O
窪
宕
蔓
（
目
O
o
馨
一
ロ
三
3
、
）
、
、
、
』
§
ミ
き
ミ
肋
牒
ミ
§
b
。
圃
（
一
㊤
＄
）
㌧
℃
・
b
。
5
。
刈
l
b
。
ホ
●

　
②
　
拙
稿
「
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
の
政
治
理
論
に
お
け
る
教
皇
権
と
世

　
　
俗
権
」
『
史
林
』
七
七
巻
一
号
（
以
下
、
「
教
皇
権
と
世
俗
権
」
と
略
）
、
　
一
九
九

　
　
四
年
。

　
③
司
α
・
〉
◎
＜
雪
魯
①
N
㌧
電
ミ
ミ
趨
ミ
価
O
ミ
韓
暁
§
誉
ミ
馬
ど
蔑
讐
鷺
馬
§
智
遵
－

　
辱
§
馬
敗
ミ
“
鳶
§
笥
§
§
貯
偽
急
映
ミ
ミ
ミ
（
楓
O
団
へ
一
㎏
N
ミ
）
、
U
①
ω
o
辰
。
一
Φ
鴇
㌧
℃
．

　
8
ご
国
α
・
雲
’
U
。
£
冨
ぎ
”
b
ミ
噛
§
蓉
ミ
ミ
無
ミ
凡
Q
ミ
昏
ミ
尋
辱
§
ミ
い

　
周
僻
嘱
帥
a
一
㊤
り
、
♂
℃
．
○
。
◎
。
b
。
●
四
馬
の
政
治
理
論
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
教

　
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
の
政
治
理
論
に
つ
い
て
－
研
究
史
を
め
ぐ
っ
て

　
i
」
『
神
戸
大
学
史
学
年
報
』
七
号
、
一
九
九
二
年
、
五
四
－
六
七
頁
。
同
「
教

　
皇
権
と
世
俗
権
」
三
三
一
三
六
頁
。

　
④
　
〉
．
竃
①
一
一
〇
三
㌧
N
9
ミ
s
§
ミ
N
『
％
卜
騎
8
§
馬
職
§
馬
馬
、
、
馬
愚
ミ
蛍
§
織
ミ
自

　
鳥
置
動
転
§
職
即
鳥
ミ
謹
§
恥
h
遵
§
ミ
勘
器
特
ミ
旨
り
§
8
0
窪
。
＜
帥
曲
り
O
P
　
入
手
が
遅

　
れ
、
前
掲
拙
稿
「
激
桑
弓
と
世
俗
権
」
で
は
利
用
で
き
な
か
っ
た
。

　
⑤
三
世
の
敦
皇
令
は
、
①
Ω
．
σ
望
国
．
「
翫
。
α
σ
Φ
『
α
q
、
O
。
愚
N
嵩
㌻
ミ
詠
G
§
§
ミ
自

　
（
”
閂
菖
。
島
σ
①
嶺
員
Y
H
し
鉱
℃
N
お
蕊
遷
、
話
℃
．
Ω
話
国
王
＄
●
四
世
の
『
教
皇
藍
玉

　
五
巻
註
解
』
は
、
ω
ぎ
一
σ
轟
轟
ω
三
山
。
ロ
ρ
箆
等
ミ
ミ
塁
迂
愚
ミ
「
、
導
き
物
b
馬
ミ
㍗

　
、
ミ
画
§
3
男
妾
鼻
差
昌
一
零
P
話
㍗
一
り
①
。
。
（
罪
蔓
延
ミ
ミ
§
）
。

⑥
テ
キ
ス
ト
は
、
勺
●
出
霞
二
ρ
、
、
国
貯
勺
㊤
ヨ
℃
三
三
α
曾
℃
似
℃
ω
二
一
魯
。
謬
囚
鶴
二
①

　
σ
Q
①
α
q
魯
内
鍮
ω
曾
国
鼠
巴
凱
。
プ
H
目
●
く
8
這
ホ
＼
含
（
．
国
α
q
窪
2
二
⑦
巳
p
、
）
悌
b
讐
，

　
ぎ
首
肋
ミ
罫
ご
濤
『
專
§
ミ
も
礎
へ
窃
ミ
§
ミ
ミ
恥
卜
。
ω
（
一
〇
Φ
刈
）
層
署
．
無
〒

　
認
Q
。
噛

第
欄
章

　
こ
こ
で
は
、
教
皇
権
と
世
俗
権
の
関
係
に
つ
い
て
最
も
重
要
な
三
つ
の
三

世
の
教
皇
令
へ
の
四
二
の
註
釈
を
検
討
す
る
。

第
一
節
　
教
皇
令
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」

　
　
　
の
註
釈

　
＝
九
八
年
に
三
世
が
即
位
し
た
繊
後
、
帝
国
で
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
妻
琴
死

後
の
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
と
オ
ッ
ト
ー
．
フ
ォ
ン
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ブ
ラ
ウ
ソ
シ
ェ
ヴ
ァ
イ
ク
に
よ
る
帝
位
継
承
争
い
が
始
ま
っ
た
。
両
者
は
と

も
に
教
皇
の
支
持
を
求
め
た
が
、
教
皇
は
状
況
を
見
極
め
て
か
ら
、
オ
ッ
ト

ー
支
持
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
側
が
教
皇
の
帝
位
継

承
問
題
へ
の
介
入
に
聖
俗
両
権
の
相
互
不
干
渉
を
根
拠
に
抗
議
し
、
選
挙
権

は
諸
侯
に
あ
り
、
教
皇
は
選
ば
れ
た
者
を
承
認
、
戴
冠
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
、
三
枇
は
一
二
〇
二
年
三
月
に
、
そ
の
行
動
を
正
当

化
し
、
教
皇
の
皇
帝
選
挙
に
対
す
る
一
定
の
権
利
を
主
張
す
る
教
皇
令
「
ウ
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②

エ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
を
発
す
る
。

　
三
世
は
ま
ず
、
教
皇
特
使
が
選
挙
人
と
し
て
行
動
し
て
い
る
と
い
う
諸
侯

の
非
難
に
対
し
、
諸
侯
の
権
限
を
奪
う
つ
も
り
は
全
く
な
い
と
し
、
後
に
皇

帝
と
な
る
王
を
選
出
す
る
権
利
が
諸
侯
に
あ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
承
認
す

る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
権
利
が
諸
侯
の
手
に
帰
し
た
の
は
、
ま
さ
に
教

皇
庁
が
ギ
リ
シ
ャ
人
か
ら
ゲ
ル
マ
ン
人
に
帝
権
を
移
転
し
た
が
故
で
あ
る
、

と
の
帝
権
移
転
論
を
付
け
加
え
る
。
次
に
三
世
は
、
教
皇
に
は
王
に
選
出
さ

れ
た
者
を
審
査
す
る
権
限
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
王
に

塗
回
し
、
彼
を
聖
別
し
、
戴
冠
す
る
権
利
は
教
皇
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
一
般
に
按
手
す
る
者
に
は
審
査
権
が
承
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従

っ
て
、
教
皇
は
選
ば
れ
た
者
が
不
適
格
で
あ
る
な
ら
戴
冠
を
拒
否
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
重
選
挙
に
際
し
て
は
、
と
く
に
両
者
が
教

皇
に
塗
装
、
聖
別
、
戴
冠
を
要
請
し
た
後
に
は
、
い
ず
れ
か
を
支
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
諸
侯
が
合
意
せ
ず
、
王
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
、
教

皇
庁
は
防
衛
者
を
欠
く
と
い
う
ゆ
ゆ
し
き
事
態
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
た
教
皇
特
使
は
、
王
を
選
ぼ
う
と
し
た
の
で
は

な
く
、
王
に
選
出
さ
れ
た
悟
入
の
人
物
の
適
格
性
を
調
査
し
、
教
皇
に
報
告

し
た
の
で
あ
る
。
教
皇
は
こ
の
報
告
に
基
づ
き
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
は
王
と
し
て

の
戴
冠
を
受
け
る
べ
き
ア
ー
ヘ
ン
以
外
の
場
所
で
、
ケ
ル
ン
大
司
教
以
外
の

人
物
に
戴
冠
さ
れ
、
オ
ッ
ト
ー
は
ア
ー
ヘ
ン
で
、
ケ
ル
ン
大
司
教
か
ら
戴
冠

を
受
け
た
が
故
に
、
前
者
で
は
な
く
後
者
を
王
と
判
断
す
る
、
と
宣
言
す
る
。

　
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
は
、
帝
国
の
二
重
選
挙
へ
の
教
皇
の
介
入
を
正
当

化
す
る
政
治
的
文
書
で
あ
り
、
二
つ
の
点
で
重
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
教
皇

庁
に
よ
る
帝
権
移
転
、
す
な
わ
ち
、
八
0
0
年
の
教
皇
レ
オ
三
世
に
よ
る
カ

ー
ル
｝
世
の
戴
冠
に
よ
っ
て
、
諸
侯
に
皇
帝
選
挙
権
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い

う
理
論
、
も
う
一
つ
は
、
教
皇
に
は
選
出
さ
れ
た
者
を
審
査
す
る
権
利
が
あ

る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　
で
は
、
塵
世
は
こ
の
教
皇
令
に
ど
の
よ
う
な
註
釈
を
加
え
て
い
る
の
で
あ

　
　
③

ろ
う
か
。
ま
ず
、
帝
権
移
転
に
か
ん
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
意
外
な
ほ
ど
簡

単
で
、
四
世
は
「
ゲ
ル
マ
ン
人
へ
」
と
い
う
箇
所
に
つ
い
て
、
「
コ
ソ
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
…
プ
ル
の
皇
帝
が
皇
帝
と
呼
ば
れ
る
の
は
正
し
く
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
四
号
は
帝
権
移
転
に
つ
い
て
は
説
明
の
必
要
が
な
い

と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
を
廃
位
し
た
後
、

諸
侯
に
皇
帝
と
な
る
者
を
選
出
す
る
よ
う
勧
告
す
る
書
簡
で
も
帝
権
移
転
に

は
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
聖
夜
は
諸
侯
の
皇
帝
選
挙
権
を
帝
権
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

転
と
結
び
つ
け
る
考
え
は
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

　
四
世
は
、
帝
権
移
転
と
諸
侯
の
皇
帝
選
挙
権
を
結
び
つ
け
て
い
な
い
だ
け

で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
彼
は
帝
権
移
転
に
、
こ
の
註
釈
の
箇
所
を
除
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は
皇
帝
を
廃
位
し
た
教
皇
で
あ
り
、

帝
権
移
転
論
は
教
皇
の
皇
帝
廃
位
権
の
根
拠
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
う
る
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インノケンティウス四世における激皇権（尾碕）

理
論
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
廃
位
宣
言
で
も
、
教
皇
の
書
簡
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ま
た
廃
位
宣
言
の
註
釈
で
も
、
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

帝
権
移
転
論
に
か
ん
し
て
、
四
世
が
三
世
を
上
回
る
主
張
を
展
開
し
て
い
る

ど
こ
ろ
か
、
こ
の
理
論
を
利
用
し
よ
う
と
さ
え
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
四
世
は
皇
帝
選
挙
に
対
し
て
、
教
皇
の
い
か
な
る
権
限
を
主
張
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
彼
は
、
按
手
す
る
者
に
審
査
権
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
根
拠
に
、
教
皇
は
戴
冠
さ
れ
る
者
を
審
査
し
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
、
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
諸
侯
が
複
数
の
人
物
を
選
出
し
た
場

合
は
、
教
皇
が
そ
の
中
か
ら
審
査
し
て
決
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
主
張
は
「
ウ

ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
の
主
張
を
繰
り
返
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ

レ
ム
」
に
見
ら
れ
な
い
主
張
は
、
諸
侯
が
皇
帝
を
選
出
し
な
い
な
ら
教
皇
が

選
ぶ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
と
い
う
、

二
重
選
挙
介
入
と
い
う
現
実
の
状
況
に
お
い
て
回
せ
ら
れ
た
政
治
的
文
書
と
、

教
会
法
の
註
釈
と
い
う
学
問
的
著
作
と
の
違
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

実
際
、
諸
侯
が
選
挙
を
行
わ
ず
、
皇
帝
が
決
ま
ら
な
い
な
ら
、
教
皇
自
身
が

教
会
の
防
衛
者
た
る
皇
帝
を
選
出
す
る
と
い
う
考
え
は
、
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ

ム
」
や
そ
の
他
の
三
世
の
主
張
か
ら
十
分
に
導
き
出
さ
れ
る
主
張
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
註
釈
で
は
、
も
う
｝
つ
注
目
す
べ
き
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
「
た
と
え
皇
帝
が
し
か
る
べ
き
場
所
で
冠
を
受
け
ら
れ
な
く
と
も
、
ケ

ル
ン
大
司
教
か
ら
統
治
の
権
威
p
信
普
。
誌
富
ω
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
い
は
選
挙
か
ら
そ
の
権
威
を
有
し
て
い
る
」
と
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
に

続
い
て
、
ア
ー
ヘ
ン
で
ケ
ル
ン
大
司
教
に
よ
っ
て
戴
冠
さ
れ
た
な
ら
、
王
冠

を
有
し
、
王
と
呼
ば
れ
る
と
も
書
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
権
威
と
は
王
と
し

て
の
権
威
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
教
会
法
学
者
が
こ
の
教
皇
令
の
註
釈
で
、
教

皇
は
真
剣
を
有
し
、
世
俗
的
剣
は
教
会
を
通
じ
て
皇
帝
に
与
え
ら
れ
る
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

両
剣
論
を
霊
張
し
て
い
る
が
、
四
世
の
註
釈
に
は
、
教
皇
が
皇
帝
に
権
力
を

授
与
す
る
と
の
見
解
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
教
皇
の
皇
帝
選
挙
へ
の
関
わ
り
に
か
ん
す
る
三
世
の
教

皇
令
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
の
四
世
の
註
釈
に
は
、
教
皇
の
権
限
を
強
化
す

る
よ
う
な
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
四
世
の
方
が
は
る
か
に
控
え

め
と
思
わ
れ
る
点
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
節
教
皇
令
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」

　
　
　
の
註
釈

　
三
世
の
教
皇
令
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
は
、
モ
ン
ペ
リ
エ
伯
ギ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

i
ム
の
庶
子
準
正
の
要
請
に
対
し
て
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
三
世
は
こ
れ
を

拒
否
す
る
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
直
前
に
行
っ
た
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ィ
リ
ッ

ヅ
ご
世
の
庶
子
の
準
正
と
の
違
い
を
明
確
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
教
皇
令
は
、
最
初
の
部
分
で
、
と
り
わ
け
準
正
権
を
有
す
る
上
位
者

が
ロ
ー
マ
教
皇
以
外
に
見
い
だ
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
庶
子
を
世
俗
的
行
為
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に
か
ん
し
て
準
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
王
に
は

世
俗
的
領
域
に
お
い
て
上
級
者
が
い
な
い
の
だ
が
、
モ
ン
ペ
リ
エ
伯
に
は
フ

ラ
ン
ス
王
な
ど
の
上
級
者
が
い
る
。
従
っ
て
、
も
し
教
皇
が
モ
ン
ペ
リ
エ
伯

の
庶
子
を
準
正
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
王
の
裁
治
権
を
侵
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

教
皇
は
準
正
を
拒
否
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
こ
れ
で
ほ
ぼ
片
づ
く
の
だ
が
、
次
に
教
皇
令
は
教
皇
の
世
俗

的
領
域
へ
の
介
入
に
つ
い
て
の
独
自
の
理
論
を
展
開
し
、
教
皇
は
教
皇
領
以

外
で
も
「
特
定
の
ケ
ー
ス
を
吟
味
し
。
Φ
詳
尻
0
9
話
凶
ω
冒
。
。
℃
o
o
訟
ω
、
場
合
に

よ
っ
て
は
。
器
轟
ま
段
」
世
俗
的
裁
治
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と

主
張
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
旧
約
聖
書
の
『
申
命
記
』
第
一
七
章
が
引

用
さ
れ
る
。
「
も
し
あ
な
た
た
ち
の
中
で
、
血
と
血
、
権
利
と
権
利
8
ロ
手
活

卑
。
窪
沼
ヨ
、
ラ
イ
と
ラ
イ
の
間
の
裁
判
が
困
難
で
曖
昧
と
判
断
さ
れ
た
な

ら
、
あ
る
い
は
町
の
裁
判
官
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
な
ら
、
立
ち
上
が
っ

て
、
あ
な
た
の
主
な
る
神
が
選
ば
れ
る
場
所
に
登
り
、
レ
ヴ
ィ
族
の
祭
司
と

そ
の
と
き
の
裁
判
官
の
も
と
に
行
き
、
彼
ら
に
尋
ね
よ
。
彼
ら
は
あ
な
た
に

真
の
裁
き
を
告
げ
る
で
あ
ろ
う
。
」
教
皇
令
は
、
血
と
血
の
間
の
裁
判
と
は
世

俗
の
刑
事
裁
判
を
、
ラ
イ
と
ラ
イ
の
間
の
裁
判
と
は
教
会
の
刑
事
裁
判
を
、

権
利
と
権
利
の
間
の
裁
判
と
は
教
会
の
裁
判
に
も
世
俗
の
裁
判
に
も
関
係
す

る
問
題
を
指
す
と
し
、
こ
の
問
題
に
お
い
て
困
難
な
こ
と
、
あ
る
い
は
曖
昧

な
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
教
皇
庁
に
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
神

が
選
ば
れ
る
場
所
と
は
、
す
な
わ
ち
、
教
皇
庁
で
あ
る
。
そ
し
て
教
皇
が
そ

の
裁
判
官
で
あ
る
こ
と
は
、
ペ
ト
ロ
に
与
え
ら
れ
た
鍵
の
権
能
、
彼
が
神
に

よ
っ
て
生
者
と
死
者
の
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
、
永
遠
の
司
祭
な
る
メ
ル
キ
セ

デ
ク
の
位
に
等
し
い
キ
リ
ス
ト
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
、
『
コ
リ
ン
ト
前
書
』

第
六
章
一
節
が
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
載
貨
の
『
教
皇
無
二
』
第
四
巻
に
収
め
ら
れ
た
こ
の
教
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

令
は
、
粉
糠
関
係
に
つ
い
て
の
三
世
の
も
っ
と
包
括
的
な
議
論
で
あ
る
。
し

か
し
、
と
り
わ
け
最
後
の
部
分
が
難
郷
で
、
当
時
の
教
会
法
学
者
の
間
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

現
代
の
歴
史
家
の
間
で
も
、
激
し
く
議
論
さ
れ
た
。
で
は
、
四
達
は
こ
の
教

皇
令
に
ど
の
よ
う
な
註
釈
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
四
世
は
ま
ず
、
「
使
徒
座
は
世
俗
的
準
正
を
も
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
り

わ
け
、
ロ
ー
マ
教
皇
以
外
に
準
正
権
を
有
す
る
上
級
者
が
い
な
い
場
合
、
庶

子
を
準
正
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
　
『
よ
り
真
実
ら
し
く
く
①
緊
要
ヨ
際
塁
』

思
わ
れ
、
よ
り
確
か
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
部
分
の
「
よ
り
真
実
ら
し
く
」

に
か
ん
し
て
、
「
し
か
し
、
真
実
で
は
な
い
」
と
否
定
し
、
そ
の
理
由
と
し

て
二
元
論
的
原
則
を
提
示
す
る
。
「
な
ぜ
な
ら
世
俗
的
領
域
と
霊
的
領
域
は

こ
と
な
り
、
捌
の
裁
判
官
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
の
裁
判
官
は
他
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
属
す
る
事
柄
に
介
入
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
こ
の
よ
う
に
、
四
世
は
「
ペ

ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
の
最
初
の
部
分
に
つ
い
て
、
教
皇
の
世
俗
的
準
正

権
を
否
定
し
、
二
元
論
的
原
則
を
強
調
す
る
。
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し
か
し
、
四
番
は
い
か
な
る
場
合
に
も
教
皇
に
よ
る
準
正
が
世
俗
的
効
果

を
も
ち
え
な
い
と
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
が
言
う
に
は
、
教
皇
は
世

俗
的
領
域
に
お
い
て
「
係
争
を
伴
う
裁
治
権
貯
ユ
ω
象
。
甑
o
o
o
鼻
Φ
コ
凱
。
ω
騨
」

は
有
し
て
い
な
い
が
、
「
係
争
を
伴
わ
な
い
裁
治
権
一
貝
回
臼
。
江
。
〈
2
¢
デ

窟
二
ρ
」
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
直
接
的
に
で
は
な
く
て
も
、
結
果
的
に
、
間

接
的
に
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
で
は
、
教
皇
は
常
に
間
接

的
効
果
に
よ
っ
て
世
俗
的
領
域
に
介
入
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
箇
所

だ
け
を
読
む
と
そ
う
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
先
の
明
確

な
二
元
論
的
原
則
の
主
張
、
こ
の
後
で
述
べ
ら
れ
る
、
教
皇
庁
へ
の
上
訴
の

限
定
か
ら
、
ま
た
四
世
が
実
際
に
そ
の
よ
う
な
準
正
を
行
っ
た
際
の
書
簡
に

「
帝
位
が
空
位
な
の
で
」
、
あ
る
い
は
「
王
位
が
空
位
な
の
で
、
教
皇
を
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
て
そ
の
よ
う
な
権
限
を
有
す
る
人
物
が
い
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
教
皇

以
外
に
準
正
権
を
持
つ
者
が
い
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
四
世
は
、
世
俗
の
上
級
者
が
い
な
い
場
合
、
教
皇
に
準
正
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
教
皇
は
世
俗
的
準
正
を
行
う
の
で
は
な
く
、
教
皇
に

よ
る
霊
的
準
正
が
間
接
的
・
結
果
的
に
世
俗
的
効
果
を
持
ち
う
る
、
と
主
張

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
教
皇
の
世
俗
的
領
域
へ
の
介
入
に
か
ん
し

て
、
教
皇
令
の
主
張
よ
り
慎
重
で
厳
密
な
態
度
が
認
め
ら
れ
る
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
の
「
フ
ラ
ン
ス
王
は
世
俗
的
領
域
に
お
い

て
上
級
者
を
認
め
な
い
し
と
い
う
言
葉
は
、
教
会
法
に
お
け
る
王
國
の
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
ら
の
独
立
の
根
拠
と
も
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
四
世
紀
、
「
事
実

上
幽
Φ
融
♀
◎
」
は
そ
う
で
あ
る
が
「
法
的
に
α
o
ぼ
お
」
は
教
皇
に
従
属
す

る
、
と
主
張
す
る
。
「
法
的
に
」
従
属
す
る
と
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
教
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
そ
の
裁
治
権
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
主

張
も
三
世
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
ン
ム
」
の
最
後
の
部
分
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

準
正
の
問
題
に
限
ら
ず
、
教
皇
権
の
世
俗
的
領
域
へ
の
介
入
に
つ
い
て
の
理

論
を
展
開
し
、
極
め
て
重
要
な
部
分
で
あ
る
が
、
四
世
は
こ
の
註
釈
に
あ
ま

り
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
い
な
い
。
『
申
実
記
』
に
よ
る
裁
判
の
三
区
分
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
具
体
的
問
題
を
挙
げ
て
い
る
。
「
ペ
ル
・

ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
が
世
俗
の
刑
事
裁
判
と
す
る
「
血
と
血
の
間
の
裁
判
」

に
つ
い
て
は
、
殺
人
、
姦
通
、
窃
盗
な
ど
の
世
俗
的
犯
罪
事
件
を
挙
げ
る
。

教
会
の
刑
事
裁
判
と
さ
れ
る
「
ラ
イ
と
ラ
イ
の
間
の
裁
判
」
に
は
、
異
端
や

シ
モ
一
一
ア
、
漬
聖
な
ど
の
教
会
的
犯
罪
を
挙
げ
る
。
双
方
に
関
達
す
る
「
権

利
と
権
利
の
間
の
裁
判
」
と
は
世
俗
的
民
事
訴
訟
や
十
分
の
一
税
、
教
会
保

護
権
に
か
か
わ
る
問
題
な
ど
の
教
会
的
民
事
訴
訟
と
す
る
。
そ
し
て
、
四
世

は
「
こ
れ
ら
す
べ
て
に
お
い
て
、
も
し
困
難
な
こ
と
、
曖
昧
な
こ
と
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

た
な
ら
、
教
皇
庁
に
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
刑
專
問
題
に
お
い
て
も
、

罠
事
閣
題
に
お
い
て
も
同
様
に
理
解
さ
れ
る
と
し
て
、
こ
の
註
釈
を
終
え
て
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い
る
。

　
こ
の
部
分
で
検
討
す
べ
き
問
題
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
権
利
と
権
利
の

間
の
裁
判
」
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
歴
史
家
は
こ
れ

を
両
方
の
裁
治
権
に
関
連
す
る
問
題
、
た
と
え
ば
嫁
資
の
問
題
な
ど
を
指
す
、

と
解
釈
し
て
い
た
。
四
型
な
ど
そ
の
後
の
教
会
法
学
者
が
、
世
俗
的
民
事
訴

訟
と
教
会
的
民
事
訴
訟
と
解
釈
し
た
こ
と
は
、
三
世
の
意
図
の
拡
大
解
釈
で
、

教
皇
権
の
強
化
と
な
る
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ア
ニ
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
ま
ず
、
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ゥ
ス
・
ヒ
ス
パ
；

ヌ
ス
や
ウ
ィ
ソ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・
ヒ
ス
パ
ー
ヌ
ス
、
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
テ
ウ
ト

ニ
ク
ス
ら
世
俗
権
の
自
律
性
を
擁
護
す
る
立
場
に
あ
っ
た
教
会
法
学
老
が
、

両
裁
治
権
に
関
連
す
る
問
題
と
い
う
狭
い
意
味
に
解
釈
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

両
方
の
裁
治
権
に
関
連
す
る
問
題
が
教
会
裁
判
官
に
よ
っ
て
裁
か
れ
う
る
こ

と
は
当
時
の
教
会
法
学
老
の
問
で
意
見
が
一
致
し
て
い
た
が
、
誰
も
そ
の
根

拠
と
し
て
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
を
挙
げ
て
い
な
い
。
四
世
の
解
釈

は
当
時
に
お
い
て
は
当
然
の
解
釈
で
あ
り
、
三
世
の
考
え
が
そ
う
で
は
な
か

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
テ
ィ
ア
ニ
の
主
張
は
妥
当

で
あ
り
、
四
世
は
裁
判
の
三
区
分
に
つ
い
て
事
例
を
挙
げ
て
具
体
的
に
述
べ

た
だ
け
で
、
教
皇
権
を
強
化
し
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
「
こ
れ
ら
す
べ
て
に
お
い
て
、
も
し
困
難
な
こ
と
、

曖
昧
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
、
教
皇
庁
に
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
」
の
「
こ
れ

牡
す
べ
て
に
お
い
て
」
で
あ
る
。
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
で
は
、
困

難
な
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
、
教
皇
庁
に
訴
え
る
べ
き
な
の
は
、
「
権
利

と
権
利
の
閥
の
裁
判
」
の
み
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
四
世
は
三
つ

の
裁
判
す
べ
て
に
適
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
も
教
皇
権
の

強
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
「
ラ
イ
と
ラ
イ
の
間
の
裁
判
」
す
な
わ
ち
教
会

の
刑
事
裁
判
が
、
教
皇
庁
に
訴
え
ら
れ
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。
「
血
と

血
の
間
の
裁
判
」
す
な
わ
ち
世
俗
の
刑
事
問
題
に
つ
い
て
も
、
三
世
が
教
皇

は
全
く
関
知
し
え
な
い
と
考
え
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
実
際
、
教
皇
令

「
ノ
ウ
ィ
ト
」
で
そ
の
よ
う
な
問
題
に
「
罪
の
理
由
で
」
介
入
す
る
権
利
を

　
　
　
　
　
⑱

主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
で
は
「
権
利

と
権
利
の
間
の
裁
判
」
に
し
か
適
用
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
三
世
の
理
論
に

お
い
て
は
そ
の
ほ
か
の
裁
判
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
は
明
ら
か
な

の
で
あ
る
。
ペ
ニ
ン
グ
ト
ソ
は
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
に
お
け
る
三

世
の
用
語
法
の
法
学
的
不
明
確
さ
を
指
摘
し
、
当
時
の
教
会
法
学
者
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
く
、
現
代
の
歴
史
家
を
も
当
惑
さ
せ
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
聞

題
に
お
い
て
も
、
二
世
が
教
皇
令
の
内
容
を
拡
大
解
釈
し
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。

　
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
は
薮
皇
の
裁
判
権
の
根
拠
と
し
て
、
ペ
ト

ロ
に
与
え
ら
れ
た
鍵
の
権
能
、
メ
ル
キ
セ
デ
ク
の
位
に
等
し
い
者
で
あ
る
と

の
主
張
、
『
コ
リ
ン
ト
前
書
』
第
六
章
三
節
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
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インノケンティウス四世における教皇権（尾綺）

は
四
世
の
註
釈
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
鍵
の
権
能
は
、
当
時
の
教
皇
や
教

会
法
学
者
が
し
ば
し
ば
言
及
し
た
教
皇
権
の
根
拠
で
あ
り
、
乱
世
も
こ
れ
を

し
ば
し
ば
用
い
て
い
る
が
、
四
世
が
メ
ル
キ
セ
デ
ク
や
『
コ
リ
ン
ト
前
書
』

第
六
章
三
節
を
根
拠
に
教
皇
の
介
入
権
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
「
エ
ゲ
ル
」

が
彼
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
な
ら
、
ま
っ
た
く
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
四
世
の
註
釈
は
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
の
内
容

を
よ
り
具
体
的
に
、
法
学
的
に
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
が
、
三
世
の

教
皇
令
の
主
張
を
逸
脱
し
、
教
皇
権
を
強
化
し
た
と
は
決
し
て
言
え
な
い
の

で
あ
る
。

第
三
節
　
教
皇
令
「
ノ
ウ
ィ
ト
」
の
註
釈

　
一
二
〇
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
ニ
世
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
ジ
ョ

ン
は
、
ル
・
グ
レ
の
和
約
を
結
ん
だ
。
し
か
し
｝
二
〇
二
年
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

は
ジ
ョ
ン
が
誠
実
宣
誓
に
違
反
し
た
と
い
う
理
由
で
封
土
没
収
を
宣
言
し
、

ノ
ル
マ
ソ
デ
ィ
に
攻
め
込
ん
だ
。
ジ
ョ
ン
が
フ
ィ
リ
ヅ
プ
の
誓
約
違
反
に
よ

る
ポ
ワ
ト
ゥ
ー
伯
領
奪
取
を
教
皇
に
訴
え
た
の
を
受
け
て
、
三
世
は
調
停
に

乗
り
出
し
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
休
戦
を
勧
告
し
た
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
と
フ
ラ
ン
ス

司
教
団
は
、
封
土
に
か
ん
す
る
問
題
に
教
皇
は
権
限
を
有
さ
な
い
と
し
て
三

世
の
調
停
を
不
当
と
し
て
非
難
し
た
。
一
二
〇
四
年
四
月
、
三
世
は
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

反
論
し
、
そ
の
行
動
を
正
当
化
す
る
教
皇
令
「
ノ
ウ
ィ
ト
」
を
発
す
る
。

　
「
ノ
ウ
ィ
ト
」
は
、
教
皇
が
フ
ラ
ン
ス
王
の
権
力
を
侵
害
す
る
意
図
の
な

い
こ
と
を
強
調
す
る
。
で
は
何
故
、
介
入
す
る
の
か
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ジ
ョ
ン
か
ら
教
皇
庁
へ
福
音
的
告
発
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ジ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
王
が
彼
に
対
し
て
罪
を
犯
し
、
ジ
ョ
ン
は
福

音
の
規
定
に
従
っ
て
フ
ラ
ン
ス
王
を
戒
告
し
よ
う
と
し
た
が
、
効
果
が
な
か

っ
た
の
で
教
会
に
訴
え
た
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
こ
と
を
証
明
で
き
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
教
皇
は
「
封
土
に
つ
い
て
裁
く
と
い
う
の
で
は
な
く
」
、
「
罪
に

つ
い
て
裁
決
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
」
、
と
言
う
。
そ
し
て
、
国
王
で
あ
っ

て
も
こ
の
よ
う
な
場
合
、
教
会
の
裁
判
に
服
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
主
張

す
る
。
い
か
な
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
、
大
罪
を
犯
し
、
戒
告
に
従
わ
な
い
な

ら
、
教
皇
に
よ
っ
て
制
裁
を
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
こ
の
問
題
は
平
和
に
か
ん
す
る
問
題
で
あ
り
、
平
和
に
対
す
る

罪
は
教
皇
の
裁
判
に
委
ね
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
フ
ラ
ン
ス
王
と
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
王
は
宣
誓
に
よ
っ
て
平
和
を
誓
約
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
守

ら
な
か
っ
た
。
宜
誓
に
つ
い
て
の
審
理
は
教
会
の
権
限
で
あ
り
、
教
皇
は
平

和
を
回
復
す
る
た
め
に
そ
れ
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
教
皇
令
の
重
要
性
は
、
教
皇
の
世
俗
的
領
域
へ
の
介
入
を
「
罪
の
理

由
で
H
p
誌
。
昌
Φ
℃
①
o
o
p
臨
」
な
る
根
拠
に
基
づ
か
せ
た
こ
と
と
と
も
に
、
福

音
的
告
発
と
い
う
告
発
の
新
し
い
方
式
を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
四
世
の
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註
釈
は
、
福
音
的
告
発
を
中
心
と
し
て
い
る
。

　
四
世
は
ま
ず
、
福
音
的
告
発
の
進
め
方
を
説
明
す
る
。
誰
か
が
他
人
の
罪

を
知
っ
た
な
ら
、
勧
告
を
行
い
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
な
ら
、
教
会
に
訴
え
、

証
人
を
立
て
て
彼
の
罪
を
証
明
す
る
。
教
会
の
判
決
が
下
さ
れ
て
も
彼
が
悔

い
改
め
な
い
な
ら
、
彼
を
異
邦
人
か
徴
税
人
の
よ
う
に
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
公
式
の
破
門
で
は
な
く
、
祈
薦
や
ミ
サ
に
お
い
て
は
避
け
る
べ
き
で

は
な
い
が
、
親
し
く
つ
き
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で

は
福
音
的
告
発
を
誰
が
行
う
の
か
、
福
音
的
告
発
は
誰
の
義
務
で
も
な
い
が
、

名
嘗
な
き
者
自
賠
筥
①
の
、
彼
民
ヨ
貯
。
お
ω
、
女
性
で
も
、
犯
罪
の
状
態
に
と

ど
ま
っ
て
い
な
い
限
り
、
福
音
的
告
発
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
は
、

証
人
と
し
て
も
認
め
ら
れ
る
。
被
告
に
求
め
ら
れ
る
贈
罪
は
、
犯
罪
の
、
世

俗
的
で
な
い
順
罪
の
み
で
あ
る
。
福
音
的
告
発
は
、
世
俗
的
事
柄
に
か
ん
し

て
も
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
三
世
の
説
明
は
福
音
的
告
発
に
よ
っ
て
世
俗
的
事
柄
に
か
ん

し
て
も
教
会
に
訴
え
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
教
会
の
裁
治
権
を
広
げ
る
も

の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
彼
は
福
音
的
告
発
は
簡
単
に
は
受
理
さ

れ
な
い
と
す
る
。
こ
の
こ
と
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
福
音
的
告
発
に
つ
い

て
具
体
的
に
述
べ
、
彼
の
福
音
的
告
発
が
受
理
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ポ

ワ
ト
ゥ
ー
伯
領
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
王
が
良
心
に
反
し
て
不
当
に
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薄
働

　
「
罪
の
理
由
で
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ど
の
よ
う
な
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8

が
教
会
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
べ
き
な
の
か
。
四
世
は
こ
こ
で
、
「
ノ
ウ
ィ
ト
」
　
1

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
平
和
侵
害
の
罪
、
偽
誓
の
罪
と
と
も
に
、
シ
モ
ニ
ア
、

贋
聖
、
高
利
貸
し
、
異
端
、
姦
通
の
罪
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
罪
が
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
教
会
法
学
者
の
共
通
見
解
で
あ
っ
た
。

　
四
馬
の
「
ノ
ウ
ィ
ト
」
の
註
釈
は
、
福
音
的
告
発
に
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が

割
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
福
音
的
告
発
を
承
認
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

が
受
理
さ
れ
る
条
件
を
厳
密
に
限
定
し
て
い
る
と
雷
え
よ
う
。
有
名
な
「
罪

の
理
由
で
」
に
つ
い
て
は
、
四
隅
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
挙

げ
ら
れ
て
い
る
教
会
の
裁
判
に
属
す
る
べ
き
罪
は
何
ら
特
別
の
も
の
で
は
な

く
、
当
時
の
教
会
法
に
お
け
る
共
通
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
に
「
ノ
ウ
ィ
ト
」
の
註
釈
に
お
い
て
も
、
四
号
が
テ
キ
ス
ト
を
拡

大
解
釈
し
て
、
教
皇
権
を
強
化
す
る
主
張
を
行
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。

　
本
章
で
は
、
三
世
の
三
つ
の
教
皇
令
に
四
世
が
加
え
た
註
釈
を
検
討
し
た
。

そ
こ
で
は
、
四
竃
は
法
学
的
に
、
具
体
的
に
解
釈
し
て
お
り
、
拡
大
解
釈
に

よ
っ
て
教
皇
の
世
俗
的
領
域
へ
の
介
入
権
を
強
化
し
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。

　
①
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
㍗
o
り
選
。
窃
い
、
§
さ
鶏
ミ
、
鳶
、
卜
魯
§
、
o
、
吋
ミ
§
昏
置
矯
％
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占
・
。
㎏
黛
ピ
8
鳥
§
δ
逡
も
や
お
－
0
α
・
梅
津
尚
志
「
教
皇
権
・
皇
帝
権
・
教
皇
領

ー
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
に
お
け
る
一
」
　
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト

　
胡
教
史
ゴ
一
』
所
収
、
　
一
九
七
一
年
、
中
央
出
版
社
、
　
二
六
一
一
二
九
四
M
貫
。
理
念
的

側
面
に
つ
い
て
は
、
同
「
対
ド
イ
ツ
政
策
に
見
る
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
の

　
教
皇
理
噛
念
」
（
『
上
鍵
学
』
九
、
　
一
九
穴
四
年
）
　
二
六
－
三
九
百
ハ
。
同
「
ト
ラ
ン

　
ス
ラ
ツ
ィ
オ
・
イ
ン
ペ
リ
イ
考
ー
ー
ー
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
の
『
帝
権
移

　
転
』
理
論
1
」
（
『
清
泉
女
子
大
学
紀
要
』
二
八
、
　
一
九
八
○
年
）
七
四
一
九
六

　
頁
。

②
　
蜀
ユ
Φ
島
9
お
困
困
、
野
①
●
ω
心
4
0
0
蜀
お
I
Q
◎
P

③
§
ミ
ミ
浅
触
註
×
ド
O
●
し
。
餅

④
　
円
O
●
ρ
カ
。
牙
詳
σ
④
お
㌧
9
婁
o
N
ミ
。
。
。
k
霞
N
⇔
渇
唱
題
無
量
零
墨
“
鷺
。
§
ζ
淘
。
－

　
↓
｝
§
鳶
ミ
§
嵩
旨
（
1
1
濁
。
鳥
①
昌
9
門
α
Q
岡
囲
）
、
一
畳
旨
S
9
霞
こ
し
d
Φ
ユ
貯
蕊
○
。
8
戸
映
り
●

⑤
　
一
噸
〉
■
O
国
コ
凱
コ
評
．
、
U
①
勢
舞
。
ロ
。
鼠
穴
甘
＆
o
冨
器
8
巳
帥
臣
。
。
簿
α
①
即
。
ヨ
㊤
三

　
℃
o
算
無
二
ω
娼
会
話
酋
口
α
ぎ
。
唱
。
け
①
ω
冨
ユ
ω
貯
ぎ
旨
噂
。
峯
一
一
σ
二
の
ω
o
o
ヨ
益
β
旨
一
つ
－

　
謬
0
8
簿
冒
日
H
〈
㌧
、
、
恥
ミ
馬
亀
§
ミ
§
N
Q
。
（
お
曾
）
℃
℃
℃
．
念
ω
－
母
《

⑥
「
エ
ゲ
ル
」
は
、
帝
権
移
転
論
を
諸
侯
の
皇
帝
選
挙
権
と
結
び
つ
け
て
言
及
し

　
て
い
る
。
頃
霞
α
Φ
”
愚
・
も
即
日
℃
や
総
デ
㎝
鵬
Q
。
・
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
筆
者
は
こ

　
の
文
書
は
四
世
の
思
想
を
忠
実
に
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
拙

　
稿
「
教
皇
権
と
世
俗
権
」
三
六
一
四
〇
頁
。

⑦
．
．
…
巴
同
日
℃
c
p
田
ε
鴇
8
「
o
舞
ヨ
冒
H
o
8
曾
9
8
器
9
℃
貧
。
ロ
。
ロ
℃
o
ω
。
。
さ

　
三
崔
囲
。
旨
言
昌
。
。
餌
葺
げ
。
比
雷
け
⑦
旨
ぎ
駐
霞
p
戸
当
p
σ
》
容
江
①
℃
討
8
℃
o
O
o
δ
昌
●
℃
o
m
。

　
。
噂
簿
器
。
な
。
器
”
＜
駄
日
舞
5
帥
σ
臼
。
ユ
冨
富
旨
ケ
麟
σ
忠
。
撰
Φ
岡
o
o
こ
。
昌
①
．
．
、
教
会
法

　
学
者
の
「
権
威
塁
9
0
吋
課
㊤
ω
」
と
は
実
質
的
な
支
配
権
を
意
味
し
て
い
た
。
ま

　
た
、
S
・
ク
ッ
ト
ナ
ー
に
よ
る
と
、
教
会
法
学
者
は
「
権
威
」
と
「
権
力
℃
o
器
ω
－

　
欝
ω
」
を
区
別
せ
ず
、
互
換
的
に
使
用
し
て
い
る
。
ω
・
囚
葺
窪
。
さ
．
、
O
昌
、
〉
燭
？

　
8
臥
冨
ω
、
ぎ
昏
①
≦
イ
犀
ぎ
σ
Q
o
h
冨
。
臼
。
〈
鉱
O
磐
。
巳
ω
富
”
円
幕
く
0
8
σ
嵩
冨
曙

　
o
囲
O
鎚
臨
竃
、
、
憎
ぎ
”
卜
a
遠
嵩
。
§
駄
、
袋
ミ
ミ
二
手
§
感
き
黛
§
鼠
鷺
、
掬
N
§
剖

　
歯
碧
ミ
＄
O
＆
ミ
馬
ミ
、
勺
㊤
困
討
δ
O
o
5
0
’

⑧
｝
．
〉
．
≦
舞
♂
、
、
o
り
獄
二
ε
巴
§
鳥
6
①
ヨ
娼
負
9
℃
o
タ
．
禽
。
，
輔
．
、
貯
“
a
’
σ
嘱
セ
戸

　
切
切
ヨ
ρ
§
馬
O
黛
ミ
ミ
帖
禽
馬
ミ
魁
。
優
男
さ
ミ
き
ミ
蓼
ミ
詩
ミ
群
言
楠
薦
ミ
9

　
魎
と
よ
・
ミ
団
9
0
”
旨
冥
乙
σ
q
o
一
〇
◎
。
◎
Q
●

⑨
　
テ
キ
ス
ト
は
、
男
二
①
象
賃
σ
q
目
㌍
劇
の
嵩
φ
お
・
0
9
。
・
・
奉
書
謡
⑦
・
こ
の
教
皇
令
に

　
つ
い
て
は
、
淵
…
倫
彦
「
第
一
二
・
三
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
乱
心
論
一
そ

　
の
理
論
と
現
実
1
」
（
『
宗
教
法
』
一
、
一
九
八
三
年
）
一
六
六
一
一
六
七
頁
。

　
な
お
、
注
九
に
「
ベ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
の
全
訳
が
あ
る
。

⑩
困
〈
●
評
旨
ぎ
σ
q
ざ
戸
．
、
勺
。
需
ぎ
唇
8
暮
H
目
”
ω
≦
。
蕩
自
0
9
脱
9
p
a

　
望
舞
。
”
＞
O
一
〇
鴇
8
℃
臼
＜
o
コ
①
話
σ
謡
。
ヨ
（
－
一
O
『
母
。
げ
”
ロ
α
ω
欝
8
y
．
．
貯
臼

　
ト
ミ
。
、
Q
罫
ミ
鼻
§
ミ
の
8
蔚
電
h
肉
鴇
建
恥
画
↓
い
專
壽
9
ミ
。
、
の
欝
特
ぎ
多
き
画
燃
欝
ミ
蝸

　
℃
三
冨
9
首
三
p
這
謡
℃
唱
・
料
●

⑪
切
■
良
。
ヨ
。
ざ
．
．
、
摩
昼
の
ほ
竈
。
U
雪
白
α
Q
巳
同
一
＆
三
四
．
噛
：
”
＞
Z
。
δ
H
㌣

　
コ
0
8
馨
H
昌
、
ω
σ
①
o
δ
辞
巴
℃
2
く
2
拓
話
三
一
⑦
旨
（
圃
↓
ユ
ρ
ρ
三
等
・
）
℃
．
．
留
8
ミ
き
§

　
鵯
（
一
㊤
9
）
℃
や
膳
◎
。
●

⑫
．
．
…
津
§
8
ヨ
℃
o
歯
糞
卿
ω
覧
N
潔
墨
薮
象
く
賃
ω
即
。
・
舞
仲
鱒
α
凶
く
。
篇
。
。
。
葺
臼
8
ω

　
『
p
げ
。
昌
汀
鵠
o
o
‘
盛
島
貯
畠
⑦
×
げ
餌
げ
簿
ω
①
冒
貯
。
旨
潔
8
話
α
o
℃
⑦
箒
冨
Φ
”
二
ぴ
口
ω

　
餌
儀
巴
貯
ヨ
勉
：
’
、
、

⑬
聞
。
畠
窪
ぴ
⑦
茜
昌
や
b
。
ω
。
。
舅
ω
置
層
娼
・
戯
。
。
国
母
．
雪
Φ
．

⑫
目
。
諺
。
ざ
ギ
冨
ρ
島
碧
ρ
℃
．
お
．

⑮
拙
稿
「
教
皇
権
と
世
俗
権
」
五
〇
頁
。

⑯
、
、
…
貯
置
。
。
o
B
巳
9
の
始
鈴
臼
置
畠
臣
＆
⑦
い
く
9
ρ
巳
9
σ
q
【
霞
旨
富
。
葺
b
僧
ユ

　
。
ウ
Φ
9
ヨ
〉
℃
o
m
ε
鼠
8
旨
話
。
萄
械
。
旨
ロ
謙
語
⑦
ω
戸
、
．

⑰
誤
⑦
醤
Φ
ざ
↓
二
p
ρ
巴
署
ρ
℃
℃
・
8
凸
仁
・

⑱
き
ミ
‘
℃
や
q
O
占
ド

⑲
勺
。
謬
コ
ぎ
σ
q
8
ロ
・
0
7
葺
。
げ
餌
”
α
o
Q
け
p
け
⑦
℃
も
℃
・
㈹
O
凸
ド
ペ
ニ
ン
グ
ト
ソ
は
、
三

　
世
ぱ
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
教
会
法
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
は
な
い
、
　
と
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主
張
し
て
い
る
。
　
剛
〈
●
℃
①
コ
巳
ロ
α
q
8
許
、
．
§
δ
い
①
σ
Q
巴
国
号
8
凱
。
ロ
o
h
℃
o
℃
①

　
囲
弓
o
o
①
三
二
圃
ヤ
、
．
し
Q
ミ
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ミ
ミ
○
§
§
ω
卜
窺
さ
恥
（
一
り
設
）
」
℃
娼
・
ざ

　
1
謡
●

⑳
　

「
ノ
ゥ
ィ
ト
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
団
訟
。
飢
σ
β
σ
q
目
悔
鱒
．
ド
H
Q
。
．
o
o
す
b
。
島
i
卜
。
農
噸

　
こ
の
教
皇
令
に
つ
い
て
は
、
淵
倫
彦
「
カ
ノ
ン
法
」
『
中
世
史
講
座
』
四
所
収
、

　
一
九
八
五
年
、
学
生
社
、
四
二
一
一
四
二
二
頁
。
な
お
、
注
閥
に
「
ノ
ウ
ィ
ト
」

　
の
全
訳
が
あ
る
。

⑳
福
音
的
告
発
に
つ
い
て
は
、
淵
、
前
掲
「
カ
ノ
ン
法
」
四
二
三
頁
。
福
音
的
告

　
発
の
根
拠
と
な
る
の
は
『
マ
タ
イ
君
』
第
一
八
章
｝
五
1
一
七
節
。

＠
　
旨
〉
・
じ
ご
琵
巳
お
①
」
さ
ミ
器
ミ
ら
§
§
ト
§
＄
ピ
8
ロ
g
H
O
O
切
㌧
鳴
ω
ω
貯
口
．

第
二
章

　
こ
こ
で
は
、
メ
ッ
ロ
ー
二
が
四
世
の
新
観
念
を
示
す
史
料
と
す
る
三
つ
の

史
料
を
検
討
す
る
。

第
一
節
　
「
エ
ゲ
ル
・
ク
イ
・
レ
ニ
ア
」

　
こ
の
文
書
は
、
廃
位
宣
言
へ
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
反
論
に
対
し
て
書
か
れ

た
と
さ
れ
る
文
書
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
四
世
自
身
が
書
い
た
、
あ
る

い
は
彼
が
承
認
を
与
え
た
確
た
る
証
拠
は
な
く
、
議
論
は
な
お
続
い
て
い
る
。

筆
者
は
か
つ
て
こ
の
文
書
に
つ
い
て
検
討
し
、
こ
れ
は
二
世
の
思
想
を
忠
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
結
論
を
下
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
（
一
）

一
三
世
紀
半
ば
に
こ
の
文
書
に
言
及
し
た
史
料
が
存
在
し
な
い
こ
と
。
（
二
）

四
世
の
レ
ジ
ス
タ
ー
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
（
三
）
廃
位
宣
言
や
そ

の
註
釈
で
二
世
が
挙
げ
て
い
な
い
多
く
の
根
拠
を
「
エ
ゲ
ル
」
が
挙
げ
て
い

る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
メ
ッ
ロ
ー
二
は
、
こ
の
文
書
を
偽
書
と
す
る
明
確
な
根
拠
は
な
い
と
し
、

当
時
教
皇
庁
職
員
で
あ
っ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ベ
ハ
イ
ム
の
レ
ジ
ス
タ
ー
か
ら

発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
教
皇
の
周
辺
で
作
成
さ
れ
、
そ
れ
は
当
然
四
世
が

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
四
世
が
到
達
し
た
新
し
い
思
想
を
示
す
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

書
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

　
メ
ッ
ロ
ー
二
の
主
張
は
微
妙
で
あ
る
。
「
エ
ゲ
ル
」
の
内
容
は
正
確
に
四

世
の
思
想
を
反
映
す
る
と
は
言
わ
ず
、
四
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
、

そ
れ
三
四
憶
の
思
想
研
究
の
史
料
と
な
り
う
る
と
主
張
す
る
。
筆
者
も
後
で

述
べ
る
よ
う
に
、
「
エ
ゲ
ル
」
が
必
ず
し
も
四
世
の
主
張
と
対
立
す
る
と
考

え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
四
世
の
理
論
を
検
討
す
る
た
め
の
史
料
と

す
べ
き
文
書
で
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
を
も
う
　
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。

リ
ヨ
ン
公
会
議
で
廃
位
宣
旨
を
下
す
前
に
、
四
二
は
オ
ッ
ト
ー
一
世
に
よ
る

特
権
を
初
め
と
す
る
、
皇
帝
か
ら
ロ
ー
マ
教
会
に
与
え
ら
れ
た
九
一
の
特
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
集
め
さ
せ
た
「
ト
ラ
ン
ス
ン
テ
ィ
日
面
廣
旨
江
」
を
提
示
し
た
が
、
メ
ッ

ロ
ー
二
は
そ
こ
に
「
コ
ン
ス
タ
ソ
テ
ィ
ヌ
ス
の
寄
進
状
」
が
含
ま
れ
て
い
な

い
こ
と
に
触
れ
、
そ
れ
を
驚
く
べ
き
こ
と
と
し
な
が
ら
、
皇
帝
が
こ
の
文
書

を
根
拠
に
帝
国
権
力
の
始
源
性
を
主
張
で
き
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
、
と
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インノケンティウス四世における教皇権（尾綺）

　
　
　
　
④

言
っ
て
い
る
。
＝
一
三
六
年
に
グ
レ
．
コ
リ
ウ
ス
憂
世
は
中
部
イ
タ
リ
ア
に
お

け
る
教
皇
の
世
俗
権
と
皇
帝
戴
冠
権
を
「
コ
ソ
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
寄
進
」

に
基
づ
か
せ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
権
限
が
皇
帝
に
よ
る
譲
与
に
よ

る
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
皇
帝
で
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
そ
の
譲
与
を
撤
回
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
と
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
エ
ゲ
ル
」
は
「
コ

ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ヌ
ス
の
寄
進
」
を
そ
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
「
寄
進
」
を
本
来
教
皇
庁
に
属
す
る
権
力
を
「
返
還
」

し
た
に
す
ぎ
な
い
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
四
世
は
リ
ヨ
ン
公
会
議
後

に
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
編
み
出
し
、
公
会
議
で
は
根
拠
と
し
な
か
っ
た
「
寄

進
」
に
「
，
エ
ゲ
ル
」
で
言
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
な

ぜ
そ
の
後
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
廃
位
宣
言
の
註
釈
で
は
、
「
寄
進
」

に
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
や
は
り
筆
者
は
、
「
エ
ゲ
ル
」
は
四
世
の
見
解
を
忠
実
に
反

映
す
る
も
の
で
は
な
く
、
四
面
の
思
想
研
究
の
史
料
と
は
な
ら
な
い
、
と
考

え
る
。
他
方
、
メ
ヅ
ロ
ー
二
の
よ
う
に
「
エ
ゲ
ル
」
が
そ
れ
以
前
の
思
想
と

相
容
れ
な
い
新
し
い
見
解
を
示
し
て
い
る
、
と
も
考
え
な
い
。

　
メ
ッ
ロ
ー
二
は
、
「
エ
ゲ
ル
」
が
キ
リ
ス
ト
の
代
理
で
あ
る
教
皇
を
中
心

と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
念
を
表
明
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
確
か

に
こ
こ
に
は
、
教
皇
権
に
皇
帝
を
含
む
す
べ
て
の
人
が
従
属
す
る
と
の
主
張

や
、
真
の
王
に
b
て
真
の
司
祭
で
あ
る
メ
ル
キ
セ
デ
ク
を
キ
リ
ス
ト
を
予
示

す
る
も
の
と
す
る
主
張
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
念
を
承
認
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
だ
が
、
多
く
の
根
拠
を
挙
げ
て
「
エ
ゲ
ル
」
が
主
張
す
る
の
は
、

「
特
定
の
ケ
ー
ス
」
に
お
い
て
教
皇
が
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
裁
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
エ
ゲ
ル
」
が
い
か
に
教
皇
権
の

優
位
性
を
強
調
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
教
皇
の
「
絶
対
的
」
優
位
性
、
恒
常

的
介
入
権
で
は
な
く
、
「
必
要
な
場
合
」
に
お
け
る
介
入
の
主
張
な
の
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
聖
俗
両
権
の
並
立
の
原
則
は
な
お
保
た
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
廃
位
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
「
エ
ゲ
ル
」
が
教
皇
権
の
優
位
性
を
強
調

す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
教
皇
権
の
優
位
性
の
多
く
の
根
拠

を
列
挙
す
る
。
そ
の
中
に
は
、
四
世
が
他
の
所
で
全
く
言
及
し
て
い
な
い
も

の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
根
拠
と
は
、
『
コ
リ
ン
ト
前
書
』
第
六
章

三
節
、
『
エ
レ
ミ
ア
書
』
第
一
章
一
〇
節
、
返
還
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
コ
ソ
ス

タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
「
耳
玉
」
、
メ
ル
キ
セ
デ
ク
の
比
喩
な
ど
で
あ
る
。
ま
た

帝
権
移
転
と
諸
侯
の
皇
帝
選
挙
権
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
当
蒔
の
教
会
の
主
張
と
隔
絶
し
た
、
新
し
い
観
念
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
三
選
時
代
に
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も

の
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
コ
リ
ン
ト
前
書
』
の
「
節
は
先

に
見
た
よ
う
に
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
に
、
『
エ
レ
ミ
ア
書
』
の
一
節

　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
即
位
式
の
説
教
や
教
皇
令
「
ソ
リ
タ
エ
」
、
「
ノ
ゥ
ィ
ト
」
に
あ
り
、
コ
ン
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ス
タ
ソ
テ
ィ
ヌ
ス
の
寄
進
を
返
還
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
解
釈
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
王
ジ
ョ
ン
を
封
臣
と
し
て
受
け
入
れ
る
書
簡
で
の
主
張
と
本
質
的
に
類
似

⑨し
、
メ
ル
キ
セ
デ
ク
の
比
喩
は
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
や
先
の
ジ
ョ

ン
へ
の
書
簡
な
ど
に
、
帝
権
移
転
論
は
先
に
見
た
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
に

認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
エ
ゲ
ル
」
は
強
力
に
教
皇
権
の
優
位
性
を
主

張
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
決
し
て
そ
れ
以
前
の
教
会
の
主
張
と
湘
容
れ
な
い

わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
三
世
の
教
皇
令
な
ど
の
主
張
か
ら
構
成
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
⑩

の
な
の
で
あ
る
。

　
「
エ
ゲ
ル
」
は
四
世
の
思
想
を
忠
実
に
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。
他
方
、

教
皇
権
の
優
位
と
い
う
一
衙
を
板
端
に
強
調
す
る
文
書
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

以
前
の
教
皇
の
政
治
理
論
か
ら
隔
絶
し
た
新
し
い
観
念
を
示
す
も
の
で
も
な

い
。
　
「
エ
ゲ
ル
」
は
上
世
の
思
想
の
発
展
も
、
ま
た
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
世

界
観
を
も
示
す
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
教
皇
令
「
リ
ケ
ト
」
の
註
釈

　
次
に
検
討
す
る
の
は
、
三
世
の
教
皇
令
「
リ
ケ
ト
」
へ
の
註
釈
で
あ
る
。

「
リ
ケ
ト
」
は
、
一
二
〇
六
年
五
月
に
ヴ
ェ
ル
チ
ェ
ッ
リ
司
創
教
に
宛
て
て
書

か
れ
た
、
世
俗
裁
判
所
か
ら
教
会
裁
判
所
へ
の
上
訴
に
つ
い
て
述
べ
た
教
皇

　
　
　
⑪

令
で
あ
る
。
教
皇
庁
に
ヴ
ェ
ル
チ
ェ
ッ
リ
の
コ
ン
ス
ル
と
コ
ム
ー
ネ
か
ら
訴

え
が
あ
っ
た
。
俗
人
が
世
俗
的
問
題
に
つ
い
て
、
教
皇
庁
の
書
簡
を
盾
に
、

世
俗
裁
判
で
は
な
く
数
輩
の
裁
判
を
求
め
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
教
皇
令

は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。
世
俗
的
問
題
に
つ
い
て
俗
人
が
教
皇
庁
の
書
簡
を

得
て
い
て
も
、
コ
ン
ス
ル
や
コ
ム
ー
ネ
の
世
俗
裁
判
所
が
正
し
い
裁
き
を
行

う
な
ら
、
書
簡
は
無
効
で
あ
り
、
司
教
が
そ
れ
を
裁
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
訴
え
た
者
が
コ
ソ
ス
ル
の
裁
判
で
出
山
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
な

ら
、
と
り
わ
け
帝
位
が
空
位
で
上
訴
す
る
上
級
の
世
俗
裁
判
官
が
い
な
い
な

ら
、
司
教
、
あ
る
い
は
教
皇
の
も
と
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
世

俗
裁
判
官
に
疑
惑
が
あ
る
場
合
、
互
選
さ
れ
た
調
停
者
が
調
査
し
、
疑
惑
が

確
か
な
ら
司
教
あ
る
い
は
教
皇
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
教
皇
令
は
、
教
皇
の
世
俗
的
領
域
へ
の
介
入
に
つ
い
て
、
電
請
な
内

容
を
も
っ
て
い
る
。
「
帝
位
が
空
位
の
時
」
、
「
裁
判
官
に
疑
惑
の
あ
る
場
合
」

な
ど
の
介
入
の
根
拠
と
な
る
文
言
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

世
は
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
註
釈
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
四
世
は
ま
ず
、
そ
の
よ
う
な
教
皇
書
簡
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
、
二
元
論

的
原
則
を
根
拠
に
承
認
す
る
。
し
か
し
、
世
俗
裁
判
官
が
裁
判
を
怠
る
な
ら
、

そ
の
よ
う
な
書
簡
は
有
効
と
な
り
、
教
会
裁
判
官
の
世
俗
的
領
域
へ
の
介
入

が
為
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
四
世
は
、
書
簡
が
有
効

と
な
る
ケ
ー
ス
を
限
定
し
、
書
簡
が
出
さ
れ
た
と
き
に
世
俗
裁
判
官
が
怠
慢

で
あ
っ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
た
と
え
そ
の
後
怠
慢
に
な
っ
て
も
そ
の
書
簡
は

有
効
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
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インノケンティウス四世における教皇権（尾瞬）

　
次
に
「
帝
位
が
空
位
の
時
」
に
つ
い
て
、
帝
位
が
空
位
で
あ
っ
て
も
他
に

上
級
の
世
俗
栽
判
官
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
教
皇
は
上
訴
を
受
理
し
な
い
と

教
皇
の
介
入
に
限
定
的
な
考
え
を
示
し
な
が
ら
、
教
皇
と
皇
帝
の
関
係
に
つ

い
て
重
大
な
発
言
を
す
る
。
帝
位
が
空
位
の
時
の
教
皇
の
介
入
の
理
由
と
し

て
、
「
教
皇
と
皇
帝
の
聞
に
は
特
別
の
関
係
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
教
皇
は
彼

を
聖
別
、
審
査
し
、
皇
帝
は
教
皇
の
保
護
者
で
、
教
皇
に
宜
塾
し
、
教
皇
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ら
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
教
皇
が

皇
帝
を
八
双
、
審
査
す
る
」
と
の
部
分
に
つ
い
て
、
メ
ッ
ロ
ー
二
は
聖
別
が

前
、
審
査
が
後
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
審
査
は
す
で
に
皇
帝
に
な

っ
て
い
る
者
を
審
査
し
て
廃
位
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
し
、
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
か
ら
こ
の
註
釈
が
廃
位
以
後
に
書
か
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
こ

れ
は
説
得
的
と
は
思
え
な
い
。
も
し
こ
の
審
査
が
廃
位
す
べ
き
か
ど
う
か
の

審
査
を
摺
し
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ
は
っ
き
り
と
廃
位
権
に
触
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
皇
帝
候
補
者
の
審
査
権
は
先
に
見
た
よ
う
に
三
世
が

「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
で
主
張
し
、
四
世
が
そ
の
註
釈
で
確
認
し
て
い
る
権

限
で
あ
り
、
教
皇
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
の
権
限
に
四
世
が

こ
こ
で
触
れ
な
い
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
部
分
は
廃
位
権
を

主
張
し
て
い
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
註
釈
が
廃
位
宣
言
後
に
書
か
れ
た

と
い
う
根
拠
に
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
皇
帝
は
教
皇
か
ら
『
イ
ソ
ペ
リ
ウ
ム
』
を
受
け
る
」
と
の
部
分
も
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
教
皇
の
世
俗
的
領
域
へ
の
介
入
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
皇
帝
が
教
皇
に
よ
っ
て
戴
冠

さ
れ
る
ま
で
「
帝
位
が
空
位
」
の
状
態
と
さ
れ
る
な
ら
、
教
皇
の
介
入
権
は

極
め
て
強
力
な
も
の
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
介
入
権
の
拡
大
は

認
め
ら
れ
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
悪
世
は
「
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
の

註
釈
で
、
皇
帝
は
王
と
し
て
の
権
威
を
ケ
ル
ン
大
司
教
、
あ
る
い
は
選
挙
か

ら
得
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
廃
位
後
、
　
　
二
四
六
年
五

月
に
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
辺
境
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ラ
ス
ペ
が
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の

死
後
の
　
二
四
七
年
｝
○
月
に
は
ウ
ィ
レ
ム
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ラ
ソ
ト
が
選
出

さ
れ
た
時
、
四
書
は
彼
ら
を
皇
帝
と
呼
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
「
ロ
ー
マ

人
の
王
お
婦
図
。
ヨ
碧
。
旨
B
」
と
呼
ん
で
い
る
。
す
で
に
彼
ら
が
選
挙
に
よ

っ
て
王
権
を
有
し
て
い
る
の
な
ら
、
「
帝
位
が
空
位
」
で
あ
っ
て
も
「
王
位
が

空
位
」
で
な
い
の
だ
か
ら
、
教
皇
の
介
入
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
註
釈

で
、
豊
沼
が
教
皇
に
よ
る
皇
帝
へ
の
イ
ソ
ペ
リ
ウ
ム
授
与
を
根
拠
に
主
張
し

て
い
る
の
は
、
帝
位
が
空
位
の
時
に
世
俗
的
問
題
の
上
訴
を
教
皇
あ
る
い
は

教
会
裁
判
所
が
受
理
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
イ
ソ
ペ
リ
ゥ
ム

授
与
を
根
拠
に
、
た
と
え
ば
皇
帝
廃
位
権
を
、
当
時
の
教
会
法
学
者
の
ア
ラ

！
ヌ
ス
や
タ
ン
ク
レ
ド
ゥ
ス
、
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
ス
ら
の
よ
う
に
は
主
張
し

　
　
　
⑮

て
い
な
い
。

　
王
が
不
在
、
あ
る
い
は
裁
判
を
行
わ
な
い
場
合
も
、
教
書
が
そ
れ
に
代
わ
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っ
て
上
訴
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
根
拠
は
、
「
王
が
教
皇
か
ら

レ
グ
ヌ
ム
を
受
け
る
か
ら
で
は
な
く
、
教
皇
が
キ
リ
ス
ト
の
代
理
で
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

故
に
有
し
て
い
る
『
全
き
権
力
祉
。
巴
ε
α
o
℃
o
密
ω
寅
げ
δ
』
に
よ
る
」
ど
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
「
全
き
権
力
」
が
王
が
不
在
の
場
合
の
介
入
権
の
根
拠
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
ペ
ル
・
ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
レ
ム
」
に
認
め
ら
れ
る
主

張
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
四
世
は
、
教
皇
あ
る
い
は
教
会
裁
判
所
が
世
俗
的
問
題
の
上
訴
を

受
理
し
う
る
一
一
の
ケ
ー
ス
を
列
挙
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
で
検
討

　
　
⑰

し
た
が
、
そ
れ
ら
を
四
つ
に
ま
と
め
る
と
、
（
一
）
「
帝
位
が
空
位
」
な
ど
の

理
由
で
上
訴
す
る
上
級
の
世
俗
裁
判
官
が
い
な
い
と
き
、
（
二
）
教
会
が
保

護
す
べ
き
人
々
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
き
、
（
三
）
教
皇
領
内
の
世
俗
的
問

題
、
（
四
）
罪
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
き
、
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

当
時
の
教
会
法
で
す
で
に
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
、
介
入
権
の
拡
大

は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
次
に
、
こ
の
よ
う
な
教
皇
権
の
起
源
を
天
地
創
造
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ

て
、
歴
史
的
に
根
拠
づ
け
る
。
神
は
創
造
後
し
ば
ら
く
は
自
ら
こ
の
世
を
支

配
し
た
。
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
、
カ
イ
ン
に
神
自
身
が
罰
を
加
え
た
こ
と
が
、

そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
神
が
最
初
に
そ
の
代
理
人
と
し
て
こ
の
世
の
支
配
を

任
せ
た
の
は
、
ノ
エ
で
あ
っ
た
。
教
会
を
象
徴
す
る
箱
船
の
操
縦
を
、
神
が

彼
に
任
せ
た
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ユ
ダ
ヤ
の
民
の
統
治

は
族
長
勺
簿
乾
干
。
げ
器
、
漸
縮
H
口
達
8
ω
、
王
口
Φ
α
q
Φ
ω
、
祭
司
ω
碧
賃
α
○
冨
の

ら
が
神
の
代
理
と
し
て
継
承
し
、
キ
リ
ス
ト
に
至
る
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
が

ペ
ト
ロ
に
天
の
国
の
鍵
を
与
え
、
「
私
の
群
を
過
し
な
さ
い
」
と
言
っ
た
と

き
、
ペ
ト
ロ
と
そ
の
後
継
者
を
代
理
人
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
教

皇
権
の
起
源
を
述
べ
た
後
、
　
四
世
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
多
く
の

事
柄
に
お
い
て
こ
の
世
の
職
務
と
統
治
は
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
必
要
な
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

き
に
は
い
つ
で
も
教
皇
に
訴
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
確
か
に
、
四
通
が
教

皇
権
の
起
源
を
天
地
創
造
に
ま
で
遡
ら
せ
、
権
力
が
神
か
ら
断
絶
な
く
教
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
彼
が
主
張
す
る
の
は
あ
く
ま
で
も
こ
れ
ま
で
主
張
し
て
き
た
、

「
必
要
な
場
合
」
に
お
け
る
世
俗
的
領
域
へ
の
教
皇
の
介
入
権
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
「
リ
ケ
ト
」
の
註
釈
も
、
教
皇
の
「
特
定
の
ケ
ー
ス
」

に
お
け
る
介
入
権
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
そ
こ

に
教
皇
に
よ
る
イ
ン
ペ
リ
ウ
ム
授
与
や
天
地
創
造
に
ま
で
遡
る
教
皇
権
の
起

源
が
主
張
さ
れ
て
い
て
も
、
教
皇
権
の
強
化
・
拡
大
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

第
三
節
　
廃
位
宣
言
の
註
釈

　
四
世
に
よ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
廃
位
と
そ
の
理
論
は
以
前
か
ら
教
会
の
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

治
理
論
に
颪
期
を
記
す
も
の
と
さ
れ
て
ぎ
た
。
た
し
か
に
宗
教
的
指
導
者
で
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インノケンティウス四世における教皇権（尾崎）

あ
る
教
皇
が
、
皇
帝
を
廃
位
す
る
と
い
う
こ
と
は
重
大
な
行
為
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
メ
ッ
ロ
…
二
の
言
う
よ
う
に
愛
し
い
観
念
が
必
要
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
註
釈
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

　
最
初
に
、
皇
帝
の
廃
位
は
公
会
議
で
宣
言
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
た
だ
慣
習

に
よ
っ
て
で
あ
り
、
公
会
議
が
朋
か
れ
な
く
て
も
教
皇
の
判
決
だ
け
で
皇
帝

を
断
罪
で
き
る
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
教
皇
も
廃
位
を
軽
々
し
く
行
う

わ
け
で
は
な
い
。
「
こ
の
よ
う
な
判
決
は
緊
急
の
必
要
性
と
多
く
の
理
由
、

犯
罪
、
明
ら
か
な
不
名
誉
が
皇
帝
に
対
し
て
叫
ば
れ
て
い
な
け
れ
ば
下
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
べ
き
で
な
い
が
ゆ
え
に
、
記
億
さ
れ
る
べ
き
」
な
の
で
あ
る
。
君
主
の
廃

位
に
は
、
聖
職
者
の
罷
免
理
由
よ
り
、
重
大
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
。
ブ
リ

…
ド
リ
ヒ
廃
位
の
理
由
と
し
て
は
、
廃
位
宣
言
で
挙
げ
ら
れ
た
偽
誓
、
平
和

の
侵
犯
、
漉
聖
、
異
端
の
疑
惑
の
四
つ
の
罪
状
に
言
及
し
な
が
ら
、
と
く
に

偽
誓
は
盟
主
に
あ
る
ま
じ
き
罪
で
あ
る
こ
と
、
平
和
を
守
る
こ
と
は
君
主
の

義
務
で
あ
る
こ
と
、
第
四
回
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
決
議
「
エ
ク
ス
コ
ム
ニ
カ

ム
ス
」
に
基
づ
い
て
異
端
の
疑
惑
の
あ
る
者
は
順
罪
し
な
い
な
ら
破
門
さ
れ
、

「
年
間
破
門
状
態
に
と
ど
ま
る
な
ら
異
端
者
と
し
て
断
罪
さ
れ
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
教
皇
が
皇
帝
を
廃
位
で
き
る
の
は
「
法
的
に
」
で

あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
教
皇
の
権
限
の
根
拠
と
し
て
、
「
全
き
権
力
」

と
キ
リ
ス
ト
の
代
理
職
、
ペ
ト
ロ
に
与
え
ら
れ
た
鍵
の
権
能
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
は
こ
の
世
に
あ
っ
た
と
き
、
自
然
権
ご
。
・

づ
葬
弩
栄
誉
に
よ
っ
て
皇
帝
な
ど
を
廃
位
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
代

理
も
そ
れ
が
行
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
ペ
ト
ロ
の
死
後
、
神
が
創
造
し
た
人

類
を
｛
人
に
よ
る
統
治
器
σ
q
冒
。
買
暮
ぼ
ω
喝
Φ
崩
。
墨
Φ
な
し
に
残
し
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ら
、
不
合
理
な
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
」
。

　
で
は
、
こ
の
註
釈
に
メ
ロ
ッ
ー
二
が
主
張
す
る
よ
う
な
新
し
い
キ
リ
ス
ト

教
世
界
観
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
皇
帝
の
廃

位
は
、
公
会
議
な
し
に
教
皇
一
人
で
行
え
る
と
の
主
張
だ
が
、
メ
ッ
ロ
ー
二

は
、
公
会
議
の
権
威
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
の
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
死

去
し
て
教
皇
の
地
位
が
確
立
し
た
た
め
と
し
、
こ
の
註
釈
の
記
述
年
代
を
　

二
五
〇
年
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
死
後
と
し
て
い
る
。
註
釈
の
記
述
年
代
に
つ

い
て
筆
者
は
メ
ッ
ロ
；
二
の
主
張
を
肯
定
す
る
論
拠
も
否
定
す
る
論
拠
も
持

ち
合
わ
せ
な
い
が
、
廃
位
に
お
け
る
公
会
議
の
必
要
性
を
否
定
し
た
の
は
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
危
険
が
曲
っ
た
た
め
と
い
う
よ
り
、
皇
帝
側
の
反
論
に
答

え
る
た
め
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
リ
ヨ
ン
公
会
議
で
プ
リ
t
ド
リ
ヒ
の
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

理
タ
デ
オ
・
ダ
・
ス
エ
ヅ
サ
は
参
加
者
の
少
な
さ
を
指
摘
し
て
、
こ
れ
は
公

会
議
と
は
呼
べ
な
い
と
主
張
し
、
ま
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
も
廃
位
宣
言
に
対
す

る
反
論
で
、
「
教
皇
は
公
会
議
と
呼
ん
で
い
る
」
と
し
て
、
こ
れ
を
公
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
認
め
な
い
こ
と
を
暗
に
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
廃
位
宣
雷
の
た
め
に
公
会
議
は
不
可
欠
で
な
い
と
の
主
張
は
、
あ
ま
り
問

題
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
管
見
で
は
廃
位
に
公
会
議
が
必
要

145　（963）



と
主
張
し
た
教
皇
や
教
会
法
学
者
は
い
な
か
っ
た
し
、
ま
た
皇
帝
廃
位
の
前

例
で
あ
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
に
よ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
廃
位
宣
言
も
公

　
⑳

会
議
で
下
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
キ
リ
ス
ト
が
ペ

ト
ロ
の
死
後
も
人
類
を
「
一
人
に
よ
る
統
治
」
の
も
と
に
お
い
た
と
の
主
張

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
四
世
の
理
論
で
は
、

教
皇
は
い
か
な
る
事
柄
で
も
裁
く
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
揚

合
に
よ
っ
て
」
で
あ
り
、
い
つ
い
か
な
る
時
に
も
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
裁
け
る

と
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
廃
位
宣
雷
の
註
釈
に
お
い
て
も
、
教
皇
が

皇
帝
を
廃
位
す
る
の
は
「
法
的
に
」
で
あ
る
と
し
て
、
特
別
な
ケ
ー
ス
に
お

け
る
判
決
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
一
人
に
よ
る
統
治
」
と
は
、
こ
の
よ
う

な
教
皇
の
権
限
の
根
拠
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観

念
は
、
三
世
に
も
認
め
ら
れ
る
。
即
位
式
で
の
説
教
の
、
教
皇
は
「
神
と
人

間
の
間
に
お
か
れ
た
者
で
、
神
に
は
劣
る
が
人
に
は
優
り
、
神
よ
り
小
さ
な

者
で
あ
る
が
人
よ
り
偉
大
な
者
で
あ
り
、
誰
を
も
裁
く
が
誰
か
ら
も
裁
か
れ

な
い
」
、
あ
る
い
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
大
司
教
へ
の
書
簡
の
「
ペ

ト
ロ
が
海
に
入
っ
た
こ
と
は
、
教
皇
の
特
権
を
示
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

界
を
統
治
す
る
べ
く
引
き
受
け
た
」
等
の
主
張
に
表
れ
て
い
る
観
念
と
同
じ

も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
四
三
は
、
三
世
の
教
皇
令
「
ク
オ
ド
・
ス
ペ
ル
・

ヒ
ス
」
の
註
釈
で
、
「
教
皇
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
異

教
徒
に
対
し
て
も
裁
治
権
を
有
し
て
い
る
扁
、
「
教
皇
は
す
べ
て
に
対
し
て
裁

治
権
と
権
力
を
、
事
実
上
で
は
な
い
が
、
法
的
に
有
し
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
も
こ
れ
を
根
拠
に
主
張
さ
れ
る
の
は
、
教
皇
が
揚
合
に
よ

っ
て
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
あ
る
い
は
異
教
徒
を
裁
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

　
　
　
　
⑳

こ
と
で
あ
る
。
メ
ッ
ロ
ー
二
は
こ
の
註
釈
を
一
二
四
八
年
以
降
に
書
か
れ
た

と
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
廃
位
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
註
釈
で
聖
地
奪
回
の
正
当
性
の
根
拠
と
し
て
皇
帝
が
エ
ル
サ
レ
ム

王
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
皇
帝
と
エ
ル
サ
レ
ム
王
を
兼
ね
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

唯
一
の
人
物
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
　
人
に

よ
る
統
治
」
と
は
、
あ
く
ま
で
特
定
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
教
皇
の
介
入
権
の

根
拠
で
あ
り
、
三
世
に
も
、
廃
位
宣
言
以
前
の
四
黛
に
も
認
め
ら
れ
る
観
念

な
の
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
四
世
が
皇
帝
の
廃
位
宣
嘗
を
下
し
た
こ
と
は
、
重
大
な
行
為

で
あ
り
、
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
時
の

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
教
皇
が
皇
帝
を
廃
位
で
き
る
こ
と
は
、
決
し
て
認
め

が
た
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
人
世
に
よ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四

世
の
廃
位
と
い
う
先
例
が
あ
り
、
廃
位
さ
れ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
自
身
が
、
異
端

以
外
の
罪
で
皇
帝
は
教
皇
に
廃
位
さ
れ
な
い
と
し
て
、
異
端
に
よ
っ
て
廃
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
『
デ
ク
レ

1
ト
ゥ
ム
』
に
は
、
教
皇
ザ
カ
リ
ア
ス
が
メ
ロ
ヴ
ィ
ソ
グ
朝
最
後
の
王
ヒ
ル

デ
リ
ッ
ヒ
三
世
を
廃
位
し
た
と
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
濁
世
の
言
葉
が
収
め
ら
れ

146　（964）



インノケンティウス四世における教皇権（尾崎）

　
　
⑳

て
い
る
。
教
会
法
学
者
は
皆
、
手
続
ぎ
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
、
教
皇
の
廃
位
権
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
、
公
会
議
で
の
皇
帝
の
断
罪
と

い
う
計
画
は
、
四
世
が
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
三
か
ら
受
け
継
い
だ
計
画
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
廃
位
宣
言
に
は
「
公
会
議
に
お
い
て
枢
機
卿
ら
と
慎
重
な
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

議
を
し
て
」
こ
の
判
決
を
下
す
と
あ
る
が
、
実
際
、
四
賀
は
公
会
議
開
催
中

に
高
位
聖
職
者
た
ち
に
廃
位
の
適
否
を
諮
問
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ

の
回
答
は
ス
サ
の
ヘ
ン
リ
ク
ス
、
す
な
わ
ち
ホ
ス
テ
ィ
エ
ン
シ
ス
の
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

除
い
て
残
っ
て
い
な
い
が
、
彼
は
廃
位
を
適
当
と
し
て
い
る
。
判
決
以
前
か

ら
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
廃
位
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
対

立
し
て
い
た
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
諸
都
市
は
、
リ
ヨ
ン
に
向
か
う
途
中
で
ジ

ェ
ノ
ヴ
ァ
に
滞
在
し
て
い
た
四
三
に
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
を
公
会
議
に
召
喚
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
だ
け
で
な
く
、
廃
位
す
る
よ
う
頼
ん
だ
。
マ
イ
ソ
ツ
と
ケ
ル
ン
の
大
司
教

は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
を
廃
位
す
る
な
ら
「
平
和
的
な
」
皇
帝
を
選
出
す
る
と

　
　
　
⑰

約
束
し
た
。

　
廃
位
宣
言
の
註
釈
は
、
教
皇
権
の
優
越
性
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
メ
ッ
ロ
ー
二
の
言
う
よ
う
な
極
端
な
主
張
で
は
な
く
、
ま
た
新
し
い

キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
リ

ス
ト
教
世
界
で
あ
る
＝
二
世
紀
の
西
欧
に
お
い
て
は
教
皇
に
よ
る
皇
帝
廃
位

は
決
し
て
認
め
が
た
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
頻
繁
に
、

軽
々
し
く
行
わ
れ
う
る
ζ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
可
能
性
は
否
定
さ
れ

な
か
っ
た
。
廃
位
宣
雷
の
註
釈
に
あ
る
コ
人
に
よ
る
統
治
」
も
、
三
世
に

よ
っ
て
も
同
様
の
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
新
し
い
主
張
で
は
な

い
。
そ
し
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
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は
、
い
か
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る
事
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で
も
「
場
合
に
よ

っ
て
は
」
教
皇
が
裁
く
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
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、
四
世
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以
前
の
観
念
を
変
更
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新
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キ
リ
ス
ト
教
世
界
観
を
提
示

し
た
の
で
は
な
く
、
廃
位
を
慎
重
に
教
会
法
に
基
づ
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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9
0
…
、
．
§
ミ
ミ
竃
”
㊤
α
×
。
。
・
鍵
・
Q
。
・
こ
の
註
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
教

　
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
の
対
異
教
徒
理
論
」
　
『
神
戸
海
星
女
子
学
院
大
学

　
　
・
短
期
大
学
　
研
究
紀
要
』
第
三
三
号
、
一
九
九
四
年
、
三
五
〇
1
三
五
四
頁
。

⑳
こ
の
註
釈
が
書
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
；
笹
紀
前
半
に
お
け
る

　
教
皇
の
対
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
政
策
」
『
史
林
』
七
八
巻
六
号
、
　
｝
九
九
五
年
、
　
一
三

　
　
一
1
；
一
二
頁
。

⑳
口
慰
σ
q
窪
巴
g
憩
巳
ミ
‘
．
ヤ
㊤
海
昌
」
ω
。
。
．

⑳
「
ユ
。
伽
σ
霞
σ
q
押
ρ
嶺
ρ
●
①
o
・
Q
。
．
グ
ラ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
は
誤
っ
て
こ
れ
を
ゲ
ラ

　
　
シ
ウ
ス
｝
世
に
帰
し
て
い
る
。

⑳
同
く
§
罫
。
》
ミ
も
．
。
。
窃
朝
。
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け
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ミ
ミ
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O
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ミ
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N
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①
α
）
●

⑳
　
さ
§
ミ
窃
ミ
§
§
§
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帖
象
ミ
ミ
ミ
㌧
貯
”
ミ
9
緊
㌧
ω
〇
二
℃
8
冨
ω
蕊
馳
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』
○
。
◎
。
．

⑳
　
き
§
ミ
塁
き
検
ミ
ミ
ミ
恥
3
貯
”
⇒
S
9
電
‘
ω
o
凱
℃
8
門
⑦
ω
寄
や
や
お
．

お
　
わ
　
り
　
に

　
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
は
、
教
皇
権
優
位
の
理
論
を
頂
点
に
押
し
上

げ
た
教
皇
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
、
と
り
わ
け
そ
の
最

も
重
要
な
主
張
で
あ
る
メ
ッ
ロ
ー
二
の
見
解
、
す
な
わ
ち
四
世
は
初
期
の
穏

健
な
思
想
か
ら
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
廃
位
を
通
じ
て
教
皇
を
中
心
軸
と
す
る

キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
い
う
新
し
い
観
念
を
打
ち
出
し
た
と
い
う
説
を
検
討
し

た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
三
倣
の
三
つ
の
教
皇
令
へ
の
四
世
の
註
釈
を
検
討

し
、
四
望
は
こ
れ
ら
の
教
皇
令
か
ら
さ
ら
に
強
力
な
教
皇
権
を
主
張
し
て
は

お
ら
ず
、
む
し
ろ
厳
密
に
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
に
し
た
。
つ
ぎ
に
、

メ
ヅ
ロ
ー
二
が
幾
世
の
後
期
の
見
解
を
示
す
と
す
る
史
料
を
検
討
し
、
四
世

が
三
世
の
教
皇
令
の
主
張
を
越
え
て
教
皇
権
を
拡
大
・
強
化
し
た
と
は
認
め

ら
れ
ず
、
ま
た
当
世
の
思
想
の
変
化
も
根
拠
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

四
世
が
主
張
す
る
の
は
「
特
定
の
ケ
ー
ス
」
に
お
け
る
教
皇
の
介
入
で
あ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
主
張
は
三
世
の
教
皇
令
に
一
致
す
る
。
確
か
に
四
世
の
理

論
に
は
「
一
人
に
よ
る
統
治
」
の
観
念
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

明
確
に
で
は
な
い
が
す
で
に
三
世
に
も
認
め
ら
れ
る
観
念
な
の
で
あ
る
。

　
メ
ッ
ロ
ー
二
の
研
究
は
、
四
世
の
政
治
行
動
と
理
論
を
有
機
的
に
関
連
づ

け
よ
う
と
し
た
、
初
め
て
の
研
究
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
は
、
筆
者
も
前
稿
で
述
べ
、
ま
た
課
題
と
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
　
メ
ッ
ロ
ー
二
は
、
『
註
解
』
を
中
心

に
四
世
の
理
論
の
発
展
・
変
化
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
方
法
に
は
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
註
解
』
の
各
部
分
が
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

書
か
れ
た
か
確
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
廃
位
宣
雷
や
自
分
自
身
の
教
皇

令
の
註
釈
が
そ
の
文
書
の
発
布
以
降
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

大
部
分
の
註
釈
が
い
つ
書
か
れ
た
か
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
明
ら
か
に
で
き

な
い
。
し
か
し
、
三
世
の
三
つ
の
教
皇
令
へ
の
註
釈
が
新
し
い
見
解
を
示
す

も
の
で
な
く
、
メ
ッ
ロ
ー
二
が
四
悪
の
新
し
い
見
解
を
示
す
も
の
と
す
る
も

の
も
そ
れ
ら
の
見
解
を
修
正
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
比
量
の
理
論

に
根
本
的
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
三

世
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
と
の
対
決
と
い
う
事
態
に
、
新
し
い
理
論
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
理
論
の
適
用
に
よ
っ
て
対
応
し
た
の
で
あ
る
。
中
世

の
教
会
の
政
治
理
論
に
お
い
て
、
聖
俗
両
雄
の
分
立
は
決
し
て
否
定
さ
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
は
教
権
の
優
位
性
も
常
に
主
張
さ
れ
続
け
た
。

149　（967）



そ
の
優
位
性
に
よ
っ
て
、
特
定
の
ケ
：
ス
に
お
け
る
教
権
の
世
俗
的
領
域
へ

の
介
入
が
承
認
さ
れ
、
教
皇
に
よ
る
世
俗
君
主
の
廃
位
を
も
、
極
限
に
お
い

て
は
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
四
世
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
メ
ッ
ロ
ー
二
も
指

摘
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
彼
が
三
世
の
教
皇
令
を
教
会
法
学
的
に
、
具
体
的

に
明
確
化
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
世
は
教
会
法
学
者
と
い
う
よ
り
、
む
し

ろ
神
学
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
世
が
こ
の
よ
う
な
教
皇
の
権
限
を
、
帯
権

移
転
論
や
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
寄
進
」
、
両
闇
黒
、
メ
ル
キ
セ
デ
ク

に
等
し
い
者
で
あ
る
と
の
主
張
な
ど
の
根
拠
に
基
づ
か
せ
ず
、
キ
リ
ス
ト
の

代
理
職
や
「
全
き
権
力
」
、
鍵
の
権
能
な
ど
教
皇
権
の
根
拠
と
し
て
よ
り
確

実
な
も
の
に
基
づ
か
せ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
世
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

態
度
は
、
カ
ン
テ
ィ
ー
二
の
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
重
視
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
四
世
の
主
張
や
態
度
を
正
確
に
評
価
す
る
に
は
、
彼
を
当

特
の
教
会
法
学
の
中
に
位
置
づ
け
て
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

デ
ク
レ
タ
リ
ス
ト
た
ち
の
同
じ
教
皇
令
へ
の
世
子
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
①
メ
ッ
ロ
ー
二
自
身
、
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
各
部
分
が
ど
の
よ
う
な
順
番
で
書
か
れ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。

　
　
ン
紺
＝
§
評
§
．
亀
馬
こ
娼
ワ
一
団
－
一
◎
。
，

　
②
O
呂
二
巳
、
§
・
ミ
こ
℃
や
心
一
。
。
ム
ド

　
　
　
　
　
　
（
閥
囚
西
［
大
学
非
常
勤
葺
師
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